
福島学院大学

地域マネジメント学科有志による
「キクラゲを通して、福島の環境、
農業、未来を考える」プロジェクト

主な取組①

ふくしま環境フェスタで、私たちは、２つのこと
を企画し、実践しました。
①プロジェクト2年目のことしは、「糖尿病の
死亡率（年齢調整別）は、福島県が全国1
位であること、きくらげは糖尿病に効果があるこ
と、それなのに、なぜ福島県では生産額も消
費額も多くないのか」という問題意識のもとに、
きくらげの販路について、西会津町のきくらげ生
産者、同町の政策担当、福島市の大手スー
パーからヒアリングを行い、その結果を４つのポ
スターにまとめ、展示しました。

➁知名度がまだ高くないきくらげを知っていた
だくため、菌床栽培中のきくらげに触れる機会
をもち、また福島県西会津産のおいしいきくら
げを販売しました。ワークショップ参加者からは、
「きくらげが健康に良いことが分かった」、「きくら
げはこういう風に育つのですか、菌床栽培を初
めて知りました」等の反響がありました。

〒960-0181 福島県福島市宮代乳児池1-1
【H P】 http://www.fukushima-college.ac.jp/
【TEL】 024-515-3221
【MAIL】 tsunoda.hitoshi@fukushima-college.ac.jp（担当：角田）

主な活動場所：福島県福島市ほか

・食や栄養に関するさまざまな分野で活躍するゲストを迎え、地域の皆様と食べものや栄養についてお茶でも飲み
ながら気軽に語り合うことを目的として本イベントを企画しました。
・本イベントを通して、参加者の皆様に「食にまつわる科学や栄養」に対して興味を持っていただけるようなテーマを
設定し、ゲストのトークや体験コーナー等を企画しています。
・本プロジェクトに取り組む学生が、将来、栄養士として多くの一般市民の健康維持に貢献できるよう、「食」や健
康を取り巻く環境の問題を科学的に追究し、論理的に思考する能力をもつ人材を育成することも目指しています。

食物栄養学科によるサイエンスカフェ
「Nutrition Cafe 福島」の企画、実践主な取組②
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